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病院機能評価を受審して 

１ 

 当院は、令和元年10月23、24日に、病院機能評

価（第３世代Ver2.0）の一般病院２と副機能のリハビ

リテーション病院を受審しました。 

 今回で４回目の受審となります。平成30年12月に

キックオフ会議を開催し多職種のワーキンググルー

プを立ち上げ、平成31年度4月より本格的に準備を

開始しました。 

  

 前回の病院機能評価と期中の自己評価において

B評価であったところはもちろん自己評価を進めるこ

とで、病院の各取り組みについて網羅的に振り返り

でき、問題点が抽出されたと思います。 
 

 外部講師による研修会や模擬サーベーヤーによ

る部署訪問やケアプロセスを繰り返し行ったことに

より、現場の職員の改善に取り組む意識が飛躍的

に向上し、病院全体の一体感につながったと思わ

れました。 

 受審した2日間は、聞かれたことへの回答だけでは

なく、続けてきた良い取り組みや改善してきたことを

アピールしました。 

 初日に指摘されたことは翌日までに対応可能なと

ころはすぐに改善し、部署訪問で求められた事項に

ついてはその日のうちにデータを付けて返答できた

ことはサーベーヤーに良い印象を与えたと思われま

す。 

 

 総評では、人員不足などすぐに対応が困難な指摘

事項もありましたが、あるべき病院に向けて改善す

べき事項が根拠を付けて詳細に示されました。 

 

 この原稿の時点では、まだ今回の受審の合否はま

だ出ておりませんが、今後も改善の取り組みを続け

ることで、久慈病院が地域の方々にとって安心して

医療を受けられる病院であると認められることが本

当の目標であり、患者目線を忘れず医療の質の向

上に努めていければと思っております。 

岩手県立久慈病院 
 

 副院長兼地域医療福祉連携室長 

 兼診療支援室長兼脳神経内科長  柴田 俊秀 



２ 病院イベントの紹介 

 今年度の講師を招いての研修会では、京都造

形芸術大学の本間正人先生を講師に「医療・福祉

従事者向けコーチング」と題して開催されました。 

 ユーモアのある話の中で、人との接し方につい

て教えていただきました。また当院職員による研

修会は、解剖・運動学の基礎学、ADL（日常生活

動作）の介助の方法、摂食嚥下療法及び心理療

法について行いました。 

 

 今後は令和2年1月にいわてリハビリテーション

センター理事長大井清文先生の講演会と久慈地

区のリハビリテーションスタッフでの症例検討会を

予定しています。 

① 久慈地域リハビリテーション広域センター研修会 

 ○ プログラムと講師 

 ＜e-learningの復習、質問＞  

  講師 村上雅彦先生（大船渡病院） 

 ＜コミュニケーション＞  

  講師 田鎖愛理先生（岩手医科大学公衆衛生学講座） 

 ＜全人的苦痛に対する緩和ケア＞  

  講師 小原眞先生（国保沢内病院） 

 ＜療養場所の選択と地域連携＞  

  講師 澤田正志先生（総合花巻病院） 

 ＜がん患者への支援＞  

  講師 大橋泰子先生（かたくりの会） 
  

岩手県立久慈病院 

 リハビリテーション技師長  大和田 幸明 

 久慈病院は、久慈圏域におけるリハビリテーショ

ン広域支援センターになっています。 
 

 広域支援センターの業務は、リハビリテーション

に関する連絡協議会の開催、相談窓口の開設、

患者・家族の活動支援、専門員のネットワークの

構築、市町村の支援があります。 

 その他に医療機関及び介護保険施設・事業所

職員対象の研修会を開催する必要があります。 
 

 その研修会について紹介します。 

 医療・介護福祉に関する専門科を講師として招

いての研修会と久慈病院職員が講師となり集中

的に講義を開催する研修会を実施しています。 

② 緩和ケア医療従事者研修会 

岩手県立久慈病院 

 

 副院長兼感染管理室長兼第１外科長兼 

 中央手術科長兼医療研修科長  遠野 千尋 

 



 

○ 受講者 

  久慈病院から  

   研修医5名、常勤医1名、看護師5名、 

   薬剤師2名、理学療法士1名 

  久慈地区病医院、施設から 

   歯科医師1名、看護師3名、 

   理学療法士1名 

  

○ ファシリテーター 

  他院認定看護師4、当院看護師4名、 

  当院臨床心理士1名、当院医師2名 

 久慈病院では11月13日（水）午後3時から自衛消

防訓練を実施しました。 
 

 今回の訓練は24時間稼働している病院の特殊

性を踏まえ、午後7時の発災を想定し、限られた職

員配置の中での初動対応や情報伝達、避難誘導

等を中心に訓練を行いました。 

 夜間の発災ということで、当直医師が災害対策

本部長代行として指揮し、スタッフに対応を指示す

るというシナリオで進めましたが、訓練開始して間

もなく全館放送が聞こえないというハプニングが発

生しました。 
 

 訓練の企画担当としては訓練中止という最悪の

事態（職員からの大バッシング必須・・・）が頭をよ

ぎりましたが、原因がすぐに判明しその後途中か

ら再開してなんとか一連の流れについて訓練を終

えました。 
 

 訓練最後の講評では久慈消防署の消防長様か

ら、「実際の災害時は今回の訓練以上にトラブル

が発生する。その中で大事なことはいかに情報を

管理し正しい情報を伝えることである。」とのお話

をいただきましたが、多少のトラブルが発生しても

対応できるよう、訓練を繰り返し実施し各職員が

行動をイメージできるようにしていく必要があると

感じました。 

 

 訓練が実災害時に役立つよう、今後も様々な想

定で訓練を企画・実施していきたいと思います。 

 

③ 自衛消防訓練について 
岩手県立久慈病院 

 総務課長兼総務係長  玉舘 信雄 

○ 事務局 

  医事経営科4名、医局1名 
  

 受講者は予め、e-learningを自習し、集合

研修に臨みます。 

 今年度は例年より受講者が多く、スタッフ

が多数参加し、盛況に開催されました。 

 



３ 
地域医療福祉連携室移転について 

  

 この度、地域医療福祉連携室は旧理髪店へ移転

いたしましたので、お知らせ申し上げます。 

 地域医療福祉連携室は地域連携部門、入退院支

援部門、医療相談部門の3部門で構成されておりま

すが、移転後の地域医療福祉連携室内には、入院

支援担当者、医療相談部門のスタッフを配置し、退

院支援部門は引き続き旧4階東病棟（地域医療福

祉連携室分室）にて業務を行っております。 
 
 

  

 入院支援では、外来診察時に入院予定となった患者

様に、切れ目のない医療の提供と、安心して入院生活を

送っていただくことを目標として、入院中の治療の経過

や入院生活での必要な物などについて説明させてもらっ

ています。 

 その中で不安な事や心配な事を本人、家族と共に確

認し、少しでも軽減できるようお手伝い致します。 
 

 介護保険をお持ちの方で、担当ケアマネジャーが

ついている方に関しては、患者様の同意をいただき、

入院前に入院支援看護師より連絡をさせていただ

き、連携をとっています。 

 入院での治療を終え、外来通院をしている患者様

にお会いして声をかけて頂く事もあり、皆様のお顔

を拝見できて元気をいただいております。 

 

 

 

 医療相談では、病気や怪我をした時に生じる様々

な心配ごと・困りごとなどに対し、患者様やご家族、

地域の支援者の方からの相談に応じています。 

 入院・外来を問わず経済的・社会的・心理的な悩

みの相談を受け、地域の医療・保健・福祉機関との

連携の下、面接などを通じて困りごとが少しでも解

消できるようお手伝い致します。 

 相談をご希望の際は1階初診受付までお申し出く

ださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 今後ともご指導ご鞭撻の程どうぞよろしくお願いい

たします。 

岩手県立久慈病院 
 

 医療社会事業士  佐々木 歩美 
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